
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

●「自分の考えの表現の仕方」や「考えを深
めあう交流」を取り入れた授業展開を行う。

「友だちの考えを聴いて学
習している。」の肯定的回
答80%

教育アン
ケート

１月末 B B

肯定的回答が７６．８％と達成できなかった。
職員研修にて考えを深めあう手立てについて
話し合いを重ね，各学級で実践しているが，更
なる推進が必要である。

B

全学年で自主学習ノートを活用した家庭学
習を推進する。

「家では自主学習を週一
回以上している。」の肯定
的回答80％

教育アン
ケート

１月末 A B

肯定的回答が７２％と達成できなかった。自主
学習掲示板で、自主学習の仕方を全児童に啓
発したが、内容を考えるのが難しいといった課
題がある。

B

全職員で統一したノート指導に取り組み、ど
の子にも分かる授業づくりをめざす。

「授業はわかりやすい」の
肯定回答８０％

教育アン
ケート

１月末 A A

肯定的な回答が８７.１％と目標を達成した。
ノート掲示をすることで，自分の学びを振り返
るノートを作ることができた。公開授業や研究
授業を通して，わかりやすい授業づくりができ
た。

A

タブレットを活用した個別最適な学びを推進
し、子ども一人一人の学びに向かう力を育
成する。

一日一回以上パソコンを
活用する。

実践報告 １月末 A A

質問「授業では，パソコンをよく使って学習して
いる」の肯定的回答が８５．３％であった。必ず
１日１回以上授業で，タブレットを使用した。ま
た、研究授業等で，活用状況を共有することが
できた。

A

全ての子どもが安心して学校生活を送るた
めに、人権的な意識を高め、お互いに認め
合い自尊感情を高め、居場所作りを作る。

「学校へ行くのが楽しい」
の肯定的回答80％

教育アン
ケート

1月末 A B

肯定的回答が８０％をめざしてきて，７
９％なので目標はほぼ達成した。今後も
児童の自尊感情を大切にし、一人ひとり
の居場所づくりに努めたい。

B

学級活動やたてわり活動、異学年交流等を
通じて、子ども同士のつながりや主体性、
リーダー性を育て、子どもの自尊感情を高
める。

「自分にはよいところがあ
る」「異学年交流について
の項目」の肯定的回答
80％

教育アン
ケート

1月末 A B

異学年交流については，肯定的回答が86％で
あった。今後も継続していきたい。自尊感情に
関しては，昨年度より4.8％低くなっている。集
団の中で，自分の役割を意識し，自己肯定感
を高める活動をしていきたい。

B

●★学校いじめ防止基本方針に基づき、い
じめの認知と防止、早期発見・早期対応の
ために、丁寧な対応を行う。

「困ったことがあれば先生
や友だちに話ができる」の
肯定的回答昨年度＋５％

教育アン
ケート

1月末 A B

肯定的回答が77％と昨年度より－１％であっ
た。毎学期行っている教育相談週間で個人的
に聞き取りをし，困りごとを迅速に対応してき
た。今後も職員間での共通理解を図りながら
継続していきたい。

B

体育の授業の中で、感覚づくりや基礎運動をす
る時間を確保する。また、全校で楽しく取り組め
る体力向上の取組を行う。

「運動することが好きであ
る」の肯定的回答８５％

教育アン
ケート

１月末 B A

肯定的回答が88％と目標を達成できた。また，
前年度からも＋5％増加した。今後も更なる体
力向上の取り組みを続けていけるようにしてい
きたい。

A

子どもの健やかな体づくりのため、基本的
生活習慣について啓発を行っていく。

令和７年度５月実施のア
ンケート＋５％

生活アン
ケート

１月末 A A

「お口の中の健康に興味がある」の肯定的回
答が２７％上昇した。歯みがきの回数が２回以
上の児童が８％上昇し、口の健康の保持増進
を心がける児童が増えたように思う。

A

●学校からのたよりや学校ホームページの
積極的な活用により、本校の教育活動の取
組を発信していく。

「学校は、情報発信に努めて
いる」の肯定的回答90％で、
「強く思う」を昨年度＋５％

教育アン
ケート

1月末 A B

教育アンケートにおいて，９５％の肯定的回答
をいただいた。一方で，目標である「強く思う」
と回答された方は昨年度より-5％であった。 B

保護者・地域に開かれた学校づくりのため、
参観・懇談等の機会を適切に設ける。

「学校は、参観や懇談等の
機会を適切に設けている」の
肯定的回答９0％で「強く思
う」を昨年度＋５％

教育アン
ケート

１月末 A B

教育アンケートにおいて，９５％の肯定的回答
をいただいた。一方で，目標である「強く思う」
と回答された方は昨年度より-8％であった。

B

校長より(年度末)
学校全体として見たとき，自尊感情が下がってしまった子どもたちが多かったことが，何より残念な一年間でした。全ての子どもが，自分は大切
にされていると感じ，活躍することができる学校をめざし，ご家庭と地域の力をお借りしながら，あらためて進めていきたいと考えています。子ど
ものより良い成長という共通目標に向け，次年度もどうぞよろしくお願いいたします。

学校関係者評価者から(年度末)
子どもの思いは瞬間風速のような面があるので，アンケートの数字に一喜一憂するのではなく，丁寧に読み取って
改善に活かすようにしてほしい。子どもを励まし，きちんと愛情を与え，良い取り組みが学校の文化として定着するよ
うに努めてほしい。

・体力向上・体づくりは今年の
取り組みの成果が表れている。
・EKIDEN大会は3年間の積み
上げにより，出場児童だけでな
く周りの児童のよい刺激となっ
ている。

1年生に手洗い指導、全学年に歯科
保健指導を実施。3学期には６年生
にがん教育を実施予定。

地
域
協
働

信

頼

さ

れ

る

学

校

学校情報の積極的な発信を心が
け、保護者・地域に開かれた信頼
される学校づくりに努める。

ほぼ毎日，全学年の学習の様子を
ホームページにアップした。急な連絡
事項が発生した時にはtetoruにて情
報提供した。

・肯定的評価が９５％あれば，
特段の改善は不要と考える。
・よりよい教育のため，家庭と
連携し，引き続き，保護者・地
域に開かれた学校づくりに期待
している。

4月参観・５月体育大会・６月オープン
スクール・７月個人懇談・９月参観・１
０月土曜参観と毎月１回，保護者来
校の機会を設けた。

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

心
の
教
育
の
充
実

全教育活動の中で人権教育を推
進 し、あらゆる場面で子ども同士
がつ ながり合える集団づくりを進
める。

毎学期「自尊感情を高めるため
の取り組み」を各学年計画的に
進め、実践報告をすることで共有
している。

・全ての子どもが明るい表情で
楽しく通える学校になってほし
い。
・アンケート結果を学年比較な
ども通してより詳しく分析するこ
とが，改善につながる。
・児童数が少なく，人間関係が
固定化されやすいので，たてわ
り活動のように他学年と交流す
る機会があるのは良いこと。
・子どもが困った時に助け，子
どもの避難所となれる先生達で
あってほしい。

６年生が中心となり，主体的にたて
わり活動に取り組む姿が多く見られ
る。異学年で校外学習に行くなど，つ
ながりを深めている。

毎月行われる職員会議や生徒指導
委員会での共通理解、いじめアン
ケートやiシステムを活用した共有な
どを実施している。

体
力
向
上

子どもの体力向上に向けた取組を
進め、安全で健康な生活を送る力
を育成する。

感覚づくりや基礎運動に取り組む。
季節を鑑み、秋以降に体力向上の取
り組みを実施予定。

確
か
な
学
び

学

び

に

向

か

う

力

の

育

成

自分の考えを表現し、子どもがつ
ながり合い学び合い深めあう授業
づくりを推進し、進んで学習し、い
きいきと輝く子どもを育成する。

研修委員会や研究授業・討議会で、
考えを深め合う交流について共通理
解している。

・読解力が全ての教科の基礎とな
る。来年度の国語科を中心とした
研修に期待する。
・自主学習に子どもの個性が表れ
ていた。興味をもっていることを伸
ばし，誰もが活躍できる教育をし
てほしい。

年度初めに、週１回以上自主学習を
徹底するよう共通理解して進めてい
る。
（１年生は２学期より）

授
業
改
善

ユニバーサルデザインの授業を展
開したり、思考や理解を深めるた
めにタブレットを活用したりすること
で、子どものつまずきを防ぎ、確か
な学力を育成する。

全校でノート掲示をすることで、ノー

トの書き方は定着してきている。公開

授業や研究授業を実施し、わかりやす

い授業づくりに努めている。

・割合等，高等教育においても
重要な概念は丁寧に指導して
ほしい。
・論理的に考える力を育成して
ほしい。
・ICTは重要だが，図書等のア
ナログ資料やノートを活用する
ことも重要。バランスよく利用し
てほしい。

タブレットの活用を定期的に呼びか
けると共に、実践報告を行うことで活
用状況を全職員で共有している。

確かな学びの現状
　令和６年度の取組により，「友だちの考えを聴いて学習している。」の肯定的回答が８８％と大幅に増加した。
また，全学年で自主学習ノートを活用した家庭学習を推進した結果，「家では自主学習を週一回以上している。」の肯
定的回答が７８％と大幅に増加した。また，　「授業はわかりやすい」の肯定回答が８７％と１０％増加した。　児童用
端末の利用は肯定的回答が９４％と，利用することが定着してきていることがうかがえるが，まだまだ改善の余地が
ある。
　今年度は，昨年度の取組をさらに深め，自分の考えをもって交流することで考えを深めあうことのできる児童の育
成に努めたい。

豊かな心・健やかな体の現状
　令和６年度の取組により，「学校へ行くのが楽しい」の肯定的回答が８２％，「自分にはよいところがある」の肯定的回答＋10％以上を達成す
ることができた。「困ったことがあれば先生や友だちに話ができる」の肯定的回答も、15％向上している。今年度も，同様に異学年交流や丁寧
な関わりを継続していきたい。
　また，　「運動することが好きである。」の項目において、令和５年度と比して＋５％以上を達成できた。基本的な生活習慣については，まだ改
善の余地が多くある。体育の時間を中心とした体作りや基礎運動の充実，また，保健指導や学校生活全般を通した生活習慣への指導を通し
て，さらなる取組を進めていきたい。

大
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目

中
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具体目標
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取組）
判断基準

（評価のものさし）
評価方法 評価時期

進捗確認
（～10月）

達成状況(年度末)

自己評価 学校関係者評価

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】
中学校区におけるめざす子ども像
自らを律し、自ら主体的に、生涯にわたり学び続ける子

堺市立竹城台東小学校

校長　多賀井　直子

 令和7年度　重点目標
「多様性を認め合う豊かな心と自尊感情を育成し、協働的な学びのための資質と確かな学力の向上を図る」
　～「子どもが学ぶ・子どもと学ぶ」を合い言葉に「つながり合い・学び合い・深めあう」学習集団づくりを～


